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事後交流インターン事業

ホームステイから始まる
十勝インターン

都会では体験することのできない生活や、誇りを

もって仕事をしている農林漁家の人々との交流、そ

して地域の温かいふれあいを通じ、自分自身と向き

合えるようなプログラムになっています！

修学旅行で十勝にホームステイ体験した方
体験中に撮影などの取材を受けることが可能な方
当事業の全行程に参加できる方

10,000円
※モデル事業のため、旅費交通費・宿泊費等のその他の
参加者のご負担はありません。

参加を希望される方は、「参加申込書」を当法人のホームページから

ダウンロードし、必要事項を明記して、メールまたは郵送で当事務局

までお送りください。メールの場合は、書類を E メールに添付し、

下記アドレスに送信してください。郵送の場合は、下記住所宛に締切

日必着でお送りください。

書類の提出締切は、　8月16日（木）必着です。

本当に自分のやりたいことは合っているのか、就活の時

期に悩んでいるとき、もう一度心動かされた場所に行こ

う!!と思ったのが十勝でインターンをしたきっかけです。

きっと今何かに悩んでいる方や、一歩踏み出したい方に

とって、ステップアップできる時間になると思います。

是非、とかちで待ってます!!

【書類提出先】
NPO法人食の絆を育む会
事後交流インターン事業担当　宛
〒０８９－５６０１
北海道十勝郡浦幌町字宝町53－26

TEL:015-578-7955 FAX:015-578-7956

参加対象

参加費

お申し込み方法

参加者の確定
提出していただいた書類をもとに選考いたします。
必要に応じていただいた連絡先にご連絡し、口頭で質問させていた
だく場合がございます。
今回はモデル実施のため、5名の応募を予定しております。
参加者の確定は8月18日（土）までに、参加者の可否に関わらず、
電話及びメールにて結果を報告いたします。

スタッフからのコメント

Eメールアドレス：info@shokuhug.com

メールタイトル：事後交流インターン申込

参加申込書ダウンロードURL：

https://www.shokuhug.com/intern/

スケジュール

9/1 

(土）

移動日

オリエンテーション

9/2 

(日）
受入家庭との

交流等

9/3 

(月）

農業・酪農体験等

9/6 

(木）

9/7 

(金）

自分探究①
～先輩たちの生き方に触れる～

9/8 

(土）

9/9 

(日）

地域の高校生を対象にした

ホームステイのサポート

9/10 

(月）

休日
～十勝の自然を満喫～

9/11 

(火）

自分探究②
～将来について考える～

9/12 

(水）

社会を生き抜く力を育む
～課題を発見し

解決する力を身につける～

9/13 

(木）
地域住民の方との交流

9/14 

(金）
移動日

自己紹介やスケジュールの確

認等を行います。

高校生のときにお世話になっ

た受入家庭を再訪します。

十勝について、酪農・農業に
ついての事前学習を行い、あ
りのままの生活体験の中で、
自然と向き合いながら、いの
ちについて考えていただきま
す。事後学習では、体験をふ
り返り、感じたことを整理し、
共有します。

思い通りにならない自然と真
正面から向き合い、十勝で誇
りを持って仕事をする方との
ディスカッションや、たき火
を囲みながら話をする時間も
あります。

これまでの体験を通しての学
びや気づきを、皆さんから地
域の高校生に伝えてもらいま
す。

十勝の自然を遊びつくすプラ
ンを皆さんで考えてもらい、
十勝を満喫していただきます。

これまでの体験をふり返り、
自分の今思っていることを発
表してもらいます。

これまでの体験を活かし、地
域の課題についてグループで
考えてもらいます。

月日 内容 備考

〜

〜

家族のような地域のあたたか
さに触れていただきます。

※こちらのQRコードを読み取って、
申込書ダウンロードにアクセスできます。
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プロフィール；梶川菜々実
（かじかわななみ）
大阪府立市岡高校に在学中、十勝
でホームステイを体験。その後も
受け入れてもらった農家さんと連
絡が続き、その縁があって専門学
校を卒業後、NPO法人食の絆を
育む会の事務局に就職。


